
区分 企業経営・経営戦略

開講

終講

月日 科目

8:50 ～ 9:00 開講式・オリエンテーション

9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 17:00

17:15 ～ 18:30 受講者交流会　※

9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 17:00

9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

16:00 ～ 16:10 終講式

備考

1.　カリキュラムは都合により変更する場合がありますので予めご了承ください。

 ※　研修初日終了後に受講者交流会（参加費：3,000円）を開催します。なお、都合により受講者交流会の開催を見送る場合がございます。

修了証書の交付

講師紹介

氏名 略歴

9/26

(金)

8/22

(金)

業務改善の進め方

（演習）

● 生産向上に向けた業務改善の目標と指標の設定

● DX推進によるオペレーションの効率化

● 事例研究

　　・荷主企業と物流事業者の連携による改善事例

　　・重要業績評価指標（KPI）の管理による業務改善事例

● 物流業務改善計画におけるKPIの設定

業務改善の考え方

久保田　精一

（くぼた　せいいち）

一般財団法人 日本システム開発研究所、公益社団法人 日本ロジスティクスシステム協会、JILS総合研究所において物流分野の調査研究・

コンサルティングに従事。

荷主および物流事業者に対する物流コスト管理導入の支援、物流KPIの導入支援や国・地方自治体の調査研究を実施。

日本物流学会会員、運行管理者（貨物）、城西大学非常勤講師。

9/25

(木)

生産性向上に向けた

業務改善計画の策定

（演習）

業務改善を推進する

仕組みづくり

● 業務改善計画のブラッシュアップ

　　・インターバル期間中に作成した、自社物流業務改善計画のブラッシュアップ

●　物流コスト算定を通じた生産性向上

●　荷主企業の物流コストの算定・管理方法と物流効率化の手段

　　・輸配送オペレーションの改善、 庫内オペレーションに係る取り組み

　　・物流拠点の見直し

　　・商品設計や包装の見直し

● 改善を推進するための人材育成

    ・改革を推進していくための能力

    ・物流現場改善リーダーの能力診断

    ・人材育成のステップ

  　・業務改革に必要な問題解決の手法

● 荷主企業と物流事業者の連携した業務改善の推進

　 ・連携の重要性、連携交渉のポイント

8/21

(木)

合同会社

サプライチェーン・ロジスティ

クス研究所

　代表社員

　　　久保田　精一

● トラック運送業の課題と、物流の革新に向けた政府の計画

● 荷主企業と物流事業者の円滑な交渉の進め方

● トラック運送業の原価計算

　　・ 車両別、取引先別・運行別の原価計算

・物流戦略の見直しを図りたい製造業者

プログラム

時間 内容 講師

対象者

経営幹部、管理者
定員 20 名 受講料 36,000 円

・物流の抜本的な効率化を考えている経営者

・物流機能の見直しや業務改善を検討する物流業の方
会場

中小企業大学校 広島校

（広島県広島市西区草津新町1-21-5）

日程 日数 4 日間 時間数 26 時間
2025年8月21日(木)

2025年9月26日(金)

研修のねらい

　国民生活・経済を支える社会インフラである流通産業を魅力ある職場とするため、働き方改革に関する法律が適用される一方で、物流の停滞

が懸念される「２０２４年問題」に直面しています。これに対応するためには、荷主企業、物流事業者が協力して我が国の物流を支えるための

環境整備に向けて、物流の効率化、商慣行の見直しなどに取り組む必要があります。

　本研修では、物流業務の現状を確認したうえで、生産性向上に向けたコストの見直しやDX推進による業務改善、業務改善を推進するしくみ

づくり、荷主企業と物流事業者の連携方法について学び、自社の物流業務改善計画の策定に取り組みます。

研修のポイント

・事例を通じて、DXや働き方改革への対応の仕方を学びます。

・実務で使える物流コストの計算方法を学びます。

・自社の物流改善の方向性の検討に取り組みます。

タイトル 実践で学ぶ！物流業務における業務改善の考え方・進め方

研修カリキュラム
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